
　8月5日（日）、金沢勤労者プラザにて「小学校

親子作業療法体験会」を開催した。本体験会は

初めての取り組みであり、障がいイメージを

持たない小学生に対して、どのように作業療

法士を体験してもらうかについての様々な試

行錯誤があったが、8組の親子17名（4 ～ 6年生

と両親参加を含む）の参加があり、盛況のうち

に終えることが出来た。

　作業療法士役の小学生には、片麻痺患者役

の保護者がカレーを作る時に、困ることの解

決方法を考えてもらった。保護者には、三角

巾で利き手を固定して、障がいを疑似体験し

てもらい、①米研ぎ、②切る、③炒める、④

盛り付け、⑤片付けの各工程で不都合さを体

験してもらった。このような体験から、親子

それぞれに作業療法士の働き方の一端を知っ

てもらうという企画である。

　小学生は、保護者を「（苗字で）

○○さん」と、保護者にはお子さ

んを「作業療法士さん」と呼んでも

らった（ルール1）。作業療法士に

扮する小学生は、患者さんが困っ

た場面で、具体的に困っているこ

と（例えば、片手では野菜が固定

できずに上手く切れない様子）を

見て、サポートに入っている会員

作業療法士からアドバイスをもら

い、適した自助具を見つけた。そ

して、実際に自助具のポイントを

学びながら、患者さんが出来なくて困ってい

たことが出来るようになり、患者役の保護者

から「ありがとう」と感謝された（ルール2）。2

つのルールの下、試行錯誤と問題解決をその

都度繰り返し体験してもらった。

　体験会中、「ありがとう」と保護者から言わ

れた子ども達の表情は、嬉しさと照れが混ざっ

ていて印象的であった。本事業の目的の一つ

でもあった、「人の役に立つ」、そして「感謝さ

れる」といったキャリア教育支援にも貢献でき

たのではないだろうか。

　今回、たくさんの会員作業療法士の力を借

りて事業を開催することが出来た。この場を

借りて深謝申し上げる。次年度は能登地区、

加賀地区でも開催予定である。多くの小学生

が作業療法士を体験する中で笑顔がみられる

よう協力を頂ければ幸いである。

『作業療法士の働き方を伝える』教育支援プラットフォーム事業
小学校親子作業療法体験会を初開催!!

モデル事業担当理事　桂　　靖典（木島病院）
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　6月24日は暑い一日であった。金沢大学十全

講堂に集まった学生18名を含む179名の参加者

の思いも熱かった。37題の一般演題はどれも

素晴らしく、フロアで語り合う姿も多く見ら

れていた。例年と比べ、経験年数の多い皆さ

んや老年期・地域の分野で働く皆さんの参加

が多かったことは特筆すべきことである。ア

ンケート結果の一部をここに掲載させていた

だく。学会運営に携わってくれた実行委員の

皆さん、参加してくれた皆さん、多くの人が

学会に参加できるように当日の病院・施設で

の勤務を引き受けてくれた皆さん、全ての人

にこの場を借りて御礼申し上げる。

　今回の学会テーマは、専門分野に関わらず

われわれ作業療法士が対象としているのは地

域に暮らす人たちであり、その人たちの地域

生活をご本人だけでなくご家族のお力もいた

だきながら、地域に支えられ地域とともに作

業療法を実践させていただいているという思

いから決めさせていただいた。住み慣れた住

まいや地域での暮らしを支援する多くの実践

を報告いただき、作業療法の持つ力の素晴ら

しさを実感できたのではないだろうか。

　特別講演「支える側が支えられるとき～認

知症の母が教えてくれたこと～」では詩人の

藤川幸之助氏の涙とユーモアにあふれた、感

情豊かなお話を伺うことができた。目の前の

ご本人の思い、ご本人を支えるご家族の思い

を知り、一緒に支えているつもりで実は支え

られていることも多い。作業療法という作業

を行なうことが、今自分が生かされている意

味なのではないかとも思うのである。また、

学術部による学会発表・論文作成支援が本格

的に始まっている。是非多くの県士会員の更

なる実践報告・研究発表が形になることを期

待している。

第27回石川県作業療法学会
「地域とともに作業療法」を終えて

学会長　明福　真理子（能美市介護老人保健施設はまなすの丘）

（左から）東川会長、藤川幸之助氏と明福学会長
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　私は現在、臨床経験は2年目であり、今回初めて学
会発表をさせて頂いた。発表準備では、様々な文献
を読んだり、自分の治療を振り返ったりと、改めて
日々の自分の関わり方を考え直す良いきっかけと
なった。発表当日はとても緊張したが、無事に終え
ることができた。今回発表にあたり、職場の先輩方
に丁寧にご指導を頂き、とても感謝している。
　また、学会に参加して、様々な分野の演題発表が
あり、どれも日々の業務に役立つ内容ばかりであっ
た。症例報告だけでなく、追跡調査や研究報告等を
聞くことができ、発表の仕方も学ぶことができた。
今回の学会テーマは、「地域とともに作業療法」であっ
た。私は、回復期病棟で勤務させて頂いている。在
宅生活に向けてのご本人様のニードに合わせた支援
の仕方や地域連携に対し、作業療法士としての関わ
り方の多様性を学ぶことができた。また、藤川幸之
助氏の特別講演「支える側が支えられるとき～認知症
の母が教えてくれたこと～」では、とても心を打たれ
た。たとえ会話ができない方でも、感じることがで

きる。患者様の反応の違いにしっかりと目を向けて、
より良い反応が得られるよう、作業療法士だからで
きる様々なアイディアで関わっていきたい。
　学会を通して、多くのことを学ぶことができた。
今後も、学会や研修会に積極的に参加していきたい
と思う。

第27回石川県作業療法学会の発表を終えて

金沢西病院　山梨　珠美

（左から）白山氏、越仲氏、筆者、前畑氏、澤本氏、大熊氏

（左から）亀井氏、明福学会長、高間氏

● 「大腿骨転子部骨折に不整脈を併発した症例

の公衆浴場の利用と買い物の再開を目指して

　～医療における地域での介入と連携～」

亀井　　勇

● 「脳卒中ドライバーのスクリーニング評価日

本版の使用経験」　

高間　達也

　今回、学会長奨励賞を頂き大変嬉しく思っている。
このような賞を頂けたのも、患者様と普段からご指
導をしてくださる先輩方のおかげであり、心から感
謝している。今回、患者様のニードを知り、一緒に
目標を共有する中でご家族様への介入、入院中から
退院後の地域参加に向けて、実際場面で練習するこ
との重要性などを勉強させて頂いた。今回学んだこ
とを今後の臨床で活かし、この賞を励みに精進した
いと思う。

第27回石川県作業療法学会　学会長奨励賞受賞者の言葉

芳珠記念病院　亀井　　勇
　今回、脳損傷者の自動車運転評価について研究報
告を行った。臨床現場での疑問を研究出来た貴重な
経験になるとともに、学会長奨励賞までいただき、
大変嬉しく感じている。結果から臨床に活かす事、
さらなる検討など、活動を継続していきたいと考え
ている。また、多くの方からのご指導、ご協力をい
ただいたことに心から感謝を述べたい。今後は「臨床・
教育・研究」を常に念頭に置き、臨床での活動を続け
ていきたいと考えている。

恵寿総合病院　高間　達也
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　さて、皆さんは当会webに『小・中・高校生のキャ
リア教育支援事業』のページが新たに設けられたこと
をご存じだろうか。これは本稿タイトルにある通り、
『作業療法士の働き方を伝える』教育支援プラット
フォーム事業（以下、モデル事業）に関連して設置し
たものである。モデル事業については、総会やニュー
スの配信の折に紹介してきたが、以下の6つのプラッ
トフォームを改めて周知したい。Webの冒頭には、
モデル事業の概要資料を掲載しているので、合わせ
て確認してほしい。
　1）小学校親子作業療法体験会は新しい取り組みで
ある。本誌巻頭の報告を参照されたい。2）中学校お
よび3）高等学校のキャリア教育支援事業は当会会員
の学校訪問を通じ、作業療法の啓発と当会の事業を
知ってもらう。そして、相談窓口を設置し、必要に
応じて職業講話や出張講義の講師を派遣する取り組
みである。本号では母校の高等学校を訪問する会員
の取り組みを報告している（下頁参照）。さらに、4）

高校生の能動型のキャリア教育支援事業は、なごや
か作業療法セミナー、あるいは県内養成校のオープ
ンキャンパスなどに参加し、より作業療法士に興味
を持った高校生に対してインターンシップ（病院見学
等）を通じた職業選択の機会を提供する。5）キャリア
教育を推進する機関との連携は、一つはジョブカフェ
石川が主催する仕事探しシェルパ（職業講話）に当会
から講師を派遣するもので、今年度は桂靖典さん（木
島病院）と林怜子さん（金沢医療センター）に担ってい
ただいた。もう一つはヤングハローワークのジュニ
ア・インターンシップへの相談協力である。最後に6）
啓発広報活動は、広報誌『COTOT』を発刊し、すでに
様々な場面で配布、活用している。
　このように様々な取り組みの結果、今まで以上に
教育関係者、保護者などから会員に対して質問や問
い合わせがあることも考えられる。その際は、「知ら
ない」という返答ではなく、適宜説明してそれぞれの
事業担当者にご一報いただきたい。

　モデル事業の一つである高等学校への母校訪問は、
26名の会員の協力の下、県内56校のうちの24校につ
いて行った。訪問していただいた会員の皆様には、
広報誌『COTOT』の発刊に合わせ、また夏休み前に行
うために、短い期間の中で日程を調整して訪問いた
だいた。会員および所属先のご理解に対して、改め
て感謝申し上げる。
　ここでは、訪問終了後に提出いただいた報告書の
内容から取り組みの概要を報告する。
　まず、訪問に際しては、会員ご自身から学校へ電
話してアポイントを取っていただいた。マニュアル
を作成してあったのでほぼスムーズに日程調整がで
きたようである。訪問当日は、教員に当会の高校生
向けの取り組みとして、なごやか作業療法セミナー、
職業講話や出張講義の講師派遣などを中心に説明し
てもらった。『COTOT』を活用することで、作業療法

の説明がしやすく、ある教員からは「OTとPTやSTの
違いがよくわかった」とコメントをもらったという報
告もあった。卒業生ということで、「知っている先生
で懐かしく話も弾んだ」、「知らない先生でも話しや
すかった」というメリットが大きかったようである。
また、去年なごやか作業療法セミナーに参加した生
徒がいた学校からは、「生徒からの評判が良かった」
と病院で実施した良さをコメントいただいており、
訪問したからこそ聞くことができたといえる。
　さて、試行錯誤の中で取り組んだ母校訪問であっ
たが、私自身も訪問してみて、学校側が作業療法士
という働き方を知り、生徒に紹介しやすくなったと
感じることができた。来年度以降も母校訪問を継続
するために更なる会員の協力をお願いし、高校生に
とって作業療法士がより身近な職業になることを期
待したい。

『作業療法士の働き方を伝える』教育支援プラットフォーム事業の実施について

モデル事業担当理事　米田　　貢（金沢大学）

高等学校への母校訪問

モデル事業担当理事　白山　武志（金沢西病院）

訪問を実施した高等学校

大聖寺 金沢錦丘 金沢二水 金沢西 七尾 鵬学園

小松明峰 金沢伏見　 金沢桜丘 星稜 鹿西 田鶴浜

小松 金沢辰巳丘 金沢泉丘 金沢 門前 志賀　

寺井 金沢龍谷 県立工業 津幡 輪島 飯田
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　平成30年5月1日より、恵寿鳩ヶ丘は、「介護

療養型老人保健施設」から30年度改正介護保険

法改定で新しく創設された「介護医療院」に転

換した。

　介護医療院とは、団塊の世代が75歳以上と

なる2025年を見据え、医療と介護の複合的ニー

ズに対応する入所型の介護保険施設である。

　医療的処置が必要な方々の長期療養に向け

た日常的な医学管理、住みなれた環境に近い

生活の場の提供、人生の最終段階での尊厳を

持ったケアが必要になってくる。

　リハビリにおいては、すべて個別療法に切

替えたこと、入所後3ヶ月間の短期集中リハビ

リ終了後も、老健施設とは違い、回数制限が

無くなったことで充実化に繋がっていると思

われる。

　今後は、地域に開かれた交流施設としての

機能も担うために、介護の日がある秋に地域

住民交流イベントの開催を予定している。

能登支部

介護医療院恵寿鳩ヶ丘　中西　こずえ

各支部支援活動状況

　8月5日（日）に、根上総合文化会館にて「能美

市民ボランティアフェスティバル」が開催され

た。作業療法の啓発を目的に作業体験やポス

ター展示を行い、加賀支部から11人が参加した。

　毎年、実行委員として準備の段階から参加

しているため、ボランティア団体との繋がり

が増え、地域で活動をする一員として認識さ

れている印象を受けた。また、地域の方から

は「リハビリという言葉は知っているけど、作

業療法という名前は初めて聞いたわ。こんな

事が出来るんやね。」と、ネット手芸やモール

を用いた作業体験を通して興味を持つ方が多

くいた。また、ボランティアで参加していた

中高生には、『COTOT』を用いて、作業療法に

ついて説明することができた。地域の子ども

から高齢者まで幅広い年代の方が体験に訪れ、

作業自体が治療になるという作業療法の良さ

について伝えることができた。今後も継続的

に参加し、作業療法を広める活動を行ってい

きたい。

加賀支部

共生型福祉施設G-Hills　ネクストステップ　荒井　佑美
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　6月20日（水）に、金沢脳神経外科病院で金沢

西支部連絡会、第1回事例検討会を開催した。

10施設32名の参加があり、連絡会では、昨年・

今年度の活動報告を行い、各施設の協力をお願

いした。事例検討会では、3事例の発表があった。

発表者は、学会の発表も控えていたために、

認定作業療法士からアドバイスや他の参加者

からの質問等、活発な意見交換の場となった。

　また、7月4日（水）に、金沢赤十字病院で、

第1回西支部MTDLP事例検討会を開催した。

24名の参加、2事例の発表があった。ファシリ

テーターとして村井千賀先生と西谷すずな先

生に参加して頂いた。参加者からは、質問を

はじめ多数の発言、ファシリテーターからは

発表者に対して今後の事例登録に向けて、参

加者に対しては今後発表を行うためのそれぞ

れアドバイスを頂き充実した検討会となった。

　次回は9月19日（水）に事例検討会を石川県済

生会金沢病院で予定している。多数の参加と

事例報告を期待する。

金沢西支部

公立つるぎ病院　苗山　卓弘

　5月23日（水）、第1回のMTDLP事例検討会を

千木病院にて開催した。参加者は25名であっ

た。今年度も会場をその都度変更しているの

で、会場付近のOTの参加を促し、40名の参加

を目指していきたい。また、6月9日（土）には、

研修会・事例検討会を金大病院にて開催し、

金城大学の澤氏に今後の臨床実習の在り方に

ついてご講演いただいた。現在に至るまでの

実習の歴史に加え、問題提起、クリニカルク

ラークシップを主とした実習への転換など、

指導者として変革に対応していく必要性を強

く教えられた内容であった。なお、踊り流し

については別記する。今後は、9月26日（水）に

MTDLP、11月2日（金）に一般の事例検討会を

予定しており、多数の参加を期待している。

金沢東支部

金沢大学附属病院　堀江　　翔

MTDLP事例検討会の様子
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　6月2日（土）に開催された、第67回金沢百万

石まつりにおける百万石踊り流しに県士会と

して参加した。例年現職者共通研修の日程を

合わせての開催であり、新会員の参加が多かっ

たが、今年は別日であったため参加者減が危

惧された。当日は、44名の参加と新人以外の

参加が増え、ありがたかったが、新人はやや

少なめであったため今後検討が必要である。

踊り流しの規模は年々大きくなり、コースも

拡大を続けている。元気のある石川県作業療

法士会をアピールするには格好の場所であり、

会員の一体感・終了後の充実感が感じられる

他にはない機会である。今回、終了後の二次

会では、東川会長から「目標100人！」との声も

上がったため、新人・経験者問わず多数の参

加を促していきたい。

百万石踊り流しに参加して

金沢大学附属病院　堀江　　翔

　地域包括ケアシステムの構築に向けた取り

組みが進められる中、日本理学療法士協会・

作業療法士協会・言語聴覚士協会が3協会合同

で、各地域のＰＴ・ＯＴ・ＳＴが市町事業を

理解するとともに、地域支援事業の要点を押

さえた人材の育成を目的に都道府県の県リハ

ビリテーション支援センター等との協働によ

り支援組織を構築し、研修会の企画・運営を

体系的に推進している。

　石川県ではこの方針を受け、県理学療法士

会・作業療法士会・言語聴覚士会の研修終了

者と県リハビリテーションセンターとの協働

により、県内ＰＴ・ＯＴ・ＳＴの資質向上と

支援組織の充実を目的に研修①②を行い、リ

ハ専門職の協力者登録を促進していく。

　平成30年は、①導入研修（共通内容）を12月9

日（日）に開催。研修②のシンポジウム等は1月

27日（日）に開催を予定している。

  一人でも多くのリハ専門職に参加いただき、

県内各地で活躍できることを目指しておりま

すので、ご協力を宜しくお願いします。

地域リハビリテーション活動支援推進のための人材育成事業
～県ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ連絡会の取り組み～

副会長　寺田　佳世（石川県リハビリテーションセンター）
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平成30年度　公益社団法人石川県作業療法士会

◆◆◆第5回　総会　議事録◆◆◆
1．日時・場所：平成30年5月19日（土）　16時～ 17時55分　　KKRホテル金沢

2．出席理事：東川，寺田，岡田，麦井，安本，大西，小池，村田，高多，川上，河野，米田，白山，桂

　 （欠席理事：渡邉，寺尾，明福，中森）

　 出席監事：後出雅敏，進藤浩美　（山田幸司　ノチデ会計） 

　 議決権のある正会員数：759名

3．議事 第1・2号議案　平成29年度事業報告・平成29年度決算について報告。

 第3・4号議案　  平成30年度事業計画・平成30年度事業予算決算について報告。平成30年度事業計画に対し中

川等史氏（キッズルーム・トマト）より発達障害分野への会員の関心の低さについて指摘があ

り、会長より今後の改善方針について説明があった。出雲健志氏（自宅）より研修会参加者を

増やすための意見があり、会長より現状での対策状況について説明があった。村井千賀氏（県

立高松病院）より日本OT協会の情報とのアクセス状況についての質問および医療現場を対象

とした研修会の不十分さについて意見があり、会長より現状での会員への情報伝達方法につ

いての説明と今後の改善方法について、医療分野の強化についての現状での対策状況と今後

の改善方法について説明があった。

 第5号議案　　   その他として生田宗博氏（生田活動能力回復研究所）が日本OT協会名誉会員表彰に推薦され

ることが決定したので会長より花束と記念品が贈られた。今夏創刊予定の石川県作業療法士

会広報誌の表題「COTOT（ことっと）」採用表彰として、上野玲子氏（石川県リハビリテーショ

ンセンター）に会長より賞状と記念品が贈られた。会長より今後の日本OT協会との連絡強化

として村井千賀氏（県立高松病院、日本OT協会制度対策部長・女性会員の参画促進事業担当）

の紹介があった。

◆◆◆第2回 理事連絡会　議事録◆◆◆
1．日時・場所：平成30年 7月 11日（水）　19時～ 21時15分　　西泉事務所

2．  出席：東川，寺田，岡田，麦井，安本，大西，小池，村田，渡邉，明福，寺尾，高多，川上，米田，白山，中森，

桂（理事17名），西村，永井（支部長2名），山本詩，山下（書記2名） 

3．議事 第1号議案　各部・委員会・各支部事業経過報告

   【学術部】麦井事務局長より第28回石川県作業療法学会の開催内容について、2日間開催の提案があり全員一

致で承認。

 【教育部】桂理事より次年度の現職者共通研修講師について案件があり、次回理事連絡会で検討。

 【金沢西支部】高多理事より支部部員による事例検討会・研修会等へのアンケート結果について説明。

 【金沢東支部】踊り流し参加者増員への対応について東川会長より提案。

 【認知症対応委員会】岡田理事より金沢市認知機能向上教室が9月から12包括で開始予定の報告。

   【PT・OT・ST連絡会】寺田副会長より地域リハビリテーション活動支援推進のための人材育成事業について、

今年度は協会の推進概要に沿って県でも研修体制を形づける旨の報告。

   【企画部】風船バレーボール大会で販売する記念タオルの本数について、今年度はピンク色を150本を製作す

ることで決定。

   【広報部】広報誌「COTOT」第1号の配布先について白山理事より案件があり、県と市町社会福祉協議会へ追

加配布が決定。広報誌「COTOT」第2号の内容について検討。

   【表彰委員会】寺田副会長より第47回医療功労賞（主催：読売新聞）の候補として県士会より進藤氏を推薦する

 提案があり全員一致で承認。

 【事務局】今年度以降の県士会会員名簿の会員への配布中止を麦井事務局長より提案、全員一致で承認。
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金沢西支部　第2回事例検討会
日時　9月19日（水）19:00 ～
会場　石川県済生会金沢病院

金沢東支部　第2回MTDLP事例検討会
日時　9月26日（水）19:00 ～
会場　浅ノ川総合病院

加賀支部　第3回事例検討会
日時　10月10日（水）
会場　やわたメディカルセンター

金沢東支部　第2回事例検討会
日時　11月2日（金）
会場　金沢大学附属病院

現職者選択研修会（老年期）
日時　9月23日（日）9:30 ～受付開始
会場　金沢流通会館

第32回石川県リハビリテーション
風船バレーボール大会

日時　10月6日（土）9:30 ～受付開始
会場　いしかわ総合スポーツセンター

能登支部　第2回事例検討会
日時　10月19日（金）18:30 ～
会場　市立輪島病院

現職者共通研修会
日時　11月23日（金・祝）
会場　石川県リハビリテーションセンター

インフォメーション 研修案内
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Ａ会員
社会医療法人財団董仙会
学校法人　金城学園

Ｂ会員
学校法人センチュリー・カレッジ
社会福祉法人徳充会青山彩光苑
特定医療法人社団勝木会
学校法人阿弥陀寺教育学園
医療法人社団和宏会

Ｃ会員
粟津神経サナトリウム
石川県済生会金沢病院
石川県リハビリテーションセンター
医療法人社団浅ノ川浅ノ川総合病院
医療法人社団浅ノ川金沢脳神経外科病院
医療法人社団浅ノ川桜ヶ丘病院
医療法人社団浅ノ川千木病院
医療法人社団映寿会
医療法人社団さくら会森田病院
医療法人社団慈豊会
医療法人社団丹生会
医療法人社団生生会えんやま健康クリニック
医療法人社団千木福久会
医療法人社団扇寿会
医療法人社団長久会
医療法人社団同朋会
医療法人社団中田内科病院
医療法人社団洋和会
医療法人社団輪生会

医療法人積仁会
金沢医科大学病院
独立行政法人地域医療機能推進機構金沢病院
金沢赤十字病院
公立穴水総合病院
公立宇出津総合病院
社会福祉法人篤豊会
公益社団法人石川勤労者医療協会城北クリニック
公益社団法人石川勤労者医療協会城北病院
珠洲市総合病院
芳珠記念病院
医療法人社団博洋会
医療法人社団持木会柳田温泉病院
医療法人社団博友会
医療法人社団光仁会
宇野酸素株式会社
金沢義肢製作所
株式会社トータルシステム
株式会社トミキライフケア
株式会社半田　
株式会社ヤマシタコーポレーション金沢営業所
セントラルメディカル株式会社
三星自動車販売株式会社
株式会社メディぺック
株式会社サンウェルズ

Ｄ会員
医療法人社団あいずみクリニック
有限会社さわやか金沢
東洋羽毛北信越販売株式会社

賛助会員名簿　（順不同）

会員動向
石川県作業療法士会会員数　811名（平成30年8月現在）
認定作業療法士　　　　　　 31名（平成30年8月現在）
専門作業療法士　　　　　　福祉用具2名、高次脳機能障害1名、認知症1名、手外科1名

編集後記
　現在、国では、新時代の社会で活躍できる人材を育てるために、高大接続改革、つまり高校教育、大学教育、大学
入試を変革させる大事業を進めている。石川県の18歳人口が2017年は約11,400人、2040年には、約7,800人と約3,600人
減少するにも関わらず、大学進学率は53％と高くなる想定である。今号は、前号に引き続き、広報誌『COTOT』の文字
が多数掲載されている。今後も、『COTOT』を活用し、1人でも多くの中・高校生に、作業療法士の仕事を知ってもら
いたい。私の職場に、大学生が気軽に閲覧できる場所に『COTOT』を置いてみた。大学生にも分かり易い内容となって
おり、好評である。

新入会員名簿
勤務先 氏名

加賀市医療センター 辻原　早希
加賀市医療センター 山本可南子
加賀市医療センター 鈴木　弥生

勤務先 氏名
森田病院 秋月　唯奈
国立病院機構　金沢医療センター 大澗　由衣
なないろ訪問看護ステーション 越石　康太
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